
臨界実験データを活用した使用済燃料ピットにおける 

核的不確かさ低減手法の開発 

（1）本研究の目的と手法概要 
Development of Nuclear Uncertainty Reduction Methodology  

for Spent Fuel Pit using Critical Experimental Data 
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使用済燃料ピット(SFP)の未臨界性評価において考慮すべき不確かさを定量化し、低減する手法を開発し

た。多数の臨界実験解析により得られるバイアス因子を用いて設計体系のバイアス因子を推定する新たな

バイアス因子法(回帰バイアス因子法)を考案し、不確かさ低減への活用方法を示した。 
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1. はじめに 

現行の SFP 未臨界性評価においては、臨界実験解析結果に基づいて設計コードの不確かさを評価してい

る。本研究では、コードの不確かさのうち、主に核データ誤差に起因する不確かさをバイアス因子法に基

づいて低減する手法を開発した。設計体系(本研究では SFP)の核特性(本研究では実効増倍率)に対するバイ

アス因子と分散は式(1)(2)で表される。 

= ∑      (1) 

= − ∑ − ∑ +   (2) 

( ：臨界実験 i のバイアス因子(核特性の測定値と計算値の比)、 ：臨界実験 i の重み係数、 

：感度係数、 ：断面積共分散データ、 ：手法＋測定の不確かさ) 

本シリーズ発表では、発表(1)で重み係数 の作成手法を、発表(2)で共分散 の低減量の推定手法を、発

表(3)で SFP 体系の実効増倍率を対象としたバイアス因子 及び分散 の評価結果を示す。 

2. 重み係数作成手法 

本研究では、従来から断面積調整法とともに核特性不確かさ低減への適用が検討されているバイアス因

子法[1]をベースに、各実験に対するバイアス因子の重み係数を、バイアス因子と代表性因子を用いて算出

する「回帰バイアス因子法」を考案した。本手法では、複数の臨界実験体系の 1 つ(実験体系 i)を仮想設計

体系とみなし、この体系以外の複数の実験体系 j に対するバイアス因子の合成値が、体系 i のバイアス因子

を再現しており、各体系 i に対する式(3)を連立させることで重み係数を算出することができる。なお、式

(1)(2)の重み係数は → , に置き換えられる。 

∑ , =   ( , ：体系 j, i 間の代表性因子)  (3) 

従来は に着目し、これを最小化するように重み係数を算出する一方、本手法は に着目して

重み係数を算出し、手法の不確かさ 、測定の不確かさ が大きい場合も影響を受けにくい利点がある。 

3. 結言 

SFP 未臨界性評価において考慮すべき不確かさを低減する「回帰バイアス因子法」を考案した。 
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